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情
報
化
の
進
展
と
と
も
に
、
企
業
活
動
に

お
け
る
「
情
報
」
の
重
要
性
や
漏
洩
の
リ
ス

ク
も
高
ま
っ
て
い
る
。
大
手
メ
ー
カ
ー
や
通

販
事
業
者
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
て
企
業

経
営
に
大
き
な
影
響
が
出
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
企
業
で
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
被
害
が
起

こ
る
こ
と
を
前
提
に
、
必
要
な
対
策
を
取
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
す
代
表
的
な
攻
撃
手
法
は
次
の
通
り
。

　

一
方
で
、（
独
）
情
報
処
理
推
進
機
構
が

実
施
し
た
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

関
す
る
実
態
調
査
で
は
、
約
６
割
の
企
業
は

過
去
３
期
に
わ
た
っ
て
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
に
投
資
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
十
分
な
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
行
わ
れ
て
い
な
い

実
態
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
投
資
を
し
て

い
な
い
理
由
と
し
て
は
、「
必
要
性
を
感
じ

て
い
な
い
」
が 

44
・
3
%
と
最
も
多
く
、「
費

用
対
効
果
が
見
え
な
い
」
24
・
2
%
、「
コ

ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ
る
」
21
・
7
%
と
い

う
回
答
が
続
い
て
い
る
（
図
１
参
照
）。
回

答
者
は
中
小
規
模
の
企
業
者
が
多
い
た
め
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
必
要
性
が
十
分

に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
コ
ス
ト
に

見
合
う
投
資
な
の
か
確
信
が
持
て
ず
に
投
資

が
躊
躇
さ
れ
て
い
る
実
態
が
分
か
る
。

　

そ
こ
で
今
回
の
特
集
で
は
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
強
化
に
向
け
て
、
積
極
的
に
対
策

に
取
り
組
む
企
業
や
、
そ
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
事
業
者
、
専
門
家
か
ら
取
り
組
み
の

重
要
性
を
紹
介
す
る
。

Protect Your Company From Invisible Threats

 
見
え
な
い
脅
威
か
ら
会
社
を
守
る 

  
～
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
〜  

特
集
特
集

出典「2024 年度中小企業における情報セキュリティ対策に関する
　　実態調査報告書」（独立行政法人情報処理推進機構 調査）

情報セキュリティ対策に
投資をしていない理由

図 1

必要性を感じていない

費用対効果が見えない

コストがかかり過ぎる

どう始めたら良いかわからない
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Emotet（エモテット） ランサムウェア

メールの添付ファイルを
主な感染経路とする悪意
のあるソフトウェアの一
種。ワードやエクセルの
マクロ機能（作業の自動
化に役立つ機能）を悪用
し、感染すると、個人情
報や機密情報が窃取され
たり、気づかないうちに
他人へ攻撃メールを送信
するなど、深刻な被害を
引き起こす。

感染したＰＣやサーバー
内のデータを暗号化して
使用を制限し、解除と引
き換えに金銭を要求して
くる。被害者側が金銭の
支払いを拒むと盗んだ情
報をネット上で公開する
と脅す「二重恐喝」や、
取引先にも連絡して圧力
をかける「三重恐喝」な
ど、手口が高度化してい
る。
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福
井
市
光
陽
で
大
型
印
刷
物
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
な
ど
の
製
作
を
手
掛
け
る(

株)

ホ
ー

コ
ー
ズ
で
、
社
内
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
担
う
野
中
達
也
氏
、
齊
藤
昌
代
氏
に
取

り
組
み
内
容
を
う
か
が
っ
た
。

　

同
社
は
昭
和
48
年
に
創
業
し
、
主
に
官
公

庁
か
ら
の
注
文
を
受
け
建
設
工
事
の
図
面
の

印
刷
や
製
本
業
務
を
担
っ
て
き
た
。

　

時
代
の
変
化
と
共
に
大
型
印
刷
物
の
注
文

が
増
え
、
平
成
19
年
に
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
大

型
出
力
屋
」
を
立
ち
上
げ
た
。
紙
素
材
に
加

え
ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
な
ど
20
種
類
以
上
の
素

材
へ
の
印
刷
を
手
掛
け
、
現
在
で
は
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
や
懸
垂
幕
、
壁
紙
、
展
示
パ
ネ
ル
な

ど
多
種
多
様
な
大
型
印
刷
物
を
製
作
し
て
い

る
。「
小
ロ
ッ
ト
、
多
品
種
、
短
納
期
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
取
引
先
は
１
万
件
、
製
作
実
績

は
43
万
件
を
超
え
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で
多
く

の
顧
客
情
報
を
扱
う
こ
と
に
な
り
、
情
報
管

理
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
番
場
光
太
郎
社
長

の
指
示
で
、
２
０
０
７
年
に
「
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
／

Ⅰ
Ｓ
Ｏ
２
７
０
０
１
」（
国
際
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
認

証
規
格
）
を
取
得
し
た
。

　

取
得
に
合
わ
せ
て
、
社
員
一
人
一
人
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
管
理
・
運
営
す
る
社
内

委
員
会
と
し
て
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
チ
ー
ム
」
を
組
織

し
た
。
現
在
で
は
野
中
氏
と
齊
藤
氏
が
中
心

と
な
り
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
社

内
研
修
を
年
２
回
開
催
し
た
り
、
他
社
に
お

け
る
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
社
員
と
共
有
し
て
、

同
様
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
啓
発
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、情
報
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
、社
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
ア
ク
セ
ス
権
限
を
社
員
ご
と
に

管
理
し
た
り
、
休
日
や
夜
間
は
ロ
グ
イ
ン
を

禁
止
し
て
い
る
ほ
か
、
フ
ァ
イ
ル
共
有
サ
ー

ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
禁
止
し
て
い
る
。

　

外
部
か
ら
の
攻
撃
で
、
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱

性
を
突
か
れ
な
い
た
め
に
、
サ
ー
バ
ー
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
徹
底
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
も
月
２
回
の
頻
度
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。
万
が
一
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を

受
け
た
場
合
に
備
え
、
半
年
に
１
回
は
デ
ー

タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
り
、
デ
ー
タ
の
区

分
や
隔
離
な
ど
の
対
策
も
実
施
し
て
い
る
。

　

野
中
氏
に
よ
れ
ば
、
同
社
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

に
は
１
日
あ
た
り
１
万
件
以
上
の
悪
意
を

持
っ
た
ア
ク
セ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
。
こ
れ
ま
で
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
広
告
を
経
由
し
た

攻
撃
を
受
け
、
社
員
か
ら
即
座
に
報
告
を
受

け
て
被
害
が
広
が
る
前
に
対
処
し
た
経
緯
が

有
り
、
社
員
の
報
連
相
意
識
の
高
ま
り
に
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
手
口
も
巧
妙

化
し
て
お
り
、「
お
客
様
と
社
員
を
守
る
た

め
と
い
う
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
対
策
の
更
な

る
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
を
契
機
に

認
証
取
得
か
ら
社
員
意
識
の
浸
透
へ

更
な
る
意
識
の
向
上
に
向
け
て

株式会社ホーコーズ

システム担当 野中 達也 氏 （右）
　　　管理部 齊藤 昌代 氏 （左）

TOPIC

01
INTERVIEW
with ホーコーズ

ＥＣサイト「大型出力屋」は１万件以上の
取引先と43 万件を超える製作実績を持つ

 顧客と社員を守る 
 情報セキュリティ 

HP
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各
種
情
報
機
器
の
販
売
・
保
守
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
な
ど
を
幅
広
く
手
掛
け
る
福
井
キ
ヤ

ノ
ン
事
務
機
㈱
の
玉
木
啓
介
社
長
と
執
行
役

員
の
宇
佐
美
裕
亮
氏
に
、
県
内
企
業
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
現
状
や
同
社
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業
に
つ
い
て
話
し
を
伺
っ
た
。

　

県
内
の
中
小
企
業
で
は
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
対
し
て
「
ウ
チ
の
よ
う
な
規
模
の
会

社
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ん
て
必
要

な
い
」
と
い
う
考
え
を
持
つ
企
業
が
未
だ
に

多
く
を
占
め
る
の
が
実
情
だ
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
企
業
で
の
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
感
染
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
攻
撃
の

ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
報
道
さ
れ
、「
対
策
し
た

い
が
、
具
体
的
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
相
談
が
確
実
に
増
加
。
こ

う
し
た
変
化
に
合
わ
せ
、
同
社
で
も
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
へ
の
向
き
合
い
方
を
大
き
く
変
え
、

単
に
機
器
の
納
品
だ
け
で
な
く
、顧
客
の「
分

か
ら
な
い
」
を
解
消
し
、
組
織
全
体
を
守
る

た
め
の
網
羅
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
伴

走
し
て
支
援
す
る
ス
タ
イ
ル
へ
と
、
根
本
か

ら
の
転
換
を
進
め
て
い
る
。

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
取
り
組
む
前
提
と

し
て
、
単
に
「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
か
ら
Ｉ
Ｔ
資

産
（
Ｐ
Ｃ
や
サ
ー
バ
ー
）
を
守
る
」
の
で
は

な
く
、「
あ
ら
ゆ
る
脅
威
か
ら
企
業
の
情
報

資
産
を
守
る
」
と
い
う
、
よ
り
網
羅
的
な
視

点
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
企
業
に
呼
び
掛
け
て
い
る
。
広
い
視
点

で
捉
え
る
と
、
Ｕ
Ｔ
Ｍ
（
統
合
脅
威
管
理
）

な
ど
の
導
入
は
あ
く
ま
で
侵
入
を
防
ぐ
「
玄

関
の
鍵
」
に
過
ぎ
ず
、
守
る
べ
き
は
中
に
あ

る
情
報
資
産
と
企
業
の
存
続
と
な
る
。
そ
こ

で
、
侵
入
後
の
内
部
対
策
や
デ
ー
タ
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
、
情
報
を
扱
う
「
人
」
へ
の
教
育

に
加
え
、
万
が
一
の
事
態
に
備
え
た
「
サ
イ

バ
ー
リ
ス
ク
保
険
」
に
よ
る
金
銭
面
（
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
）
の
担
保
ま
で
含
め
た
、
網
羅
的

な
備
え
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

た
だ
、
守
る
べ
き
資
産
や
リ
ス
ク
は
企
業

ご
と
に
異
な
る
た
め
、
同
社
で
は
顧
客
に
寄

り
添
っ
て
現
状
を
紐
解
く
「
伴
走
型
」
の
サ

ポ
ー
ト
を
重
視
し
て
い
る
。具
体
的
に
は「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
専
門
会
社
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
診
断
」
を
用
い
て
、
技
術
面
だ
け
で
な

く
社
内
ル
ー
ル
や
従
業
員
の
意
識
ま
で
を
含

め
た
「
組
織
の
健
康
状
態
」
を
可
視
化
し
、

そ
の
企
業
に
と
っ
て
過
不
足
な
く
、
最
善
な

サ
ポ
ー
ト
策
を
提
案
・
構
築
し
て
い
る
。

　

同
社
で
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
啓
発

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
０
２
５
年
10
月
に
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
専
門
家
の
那
須
慎
二
氏（
㈱
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）

を
講
師
に
招
き
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。「
Ｉ
Ｔ

ベ
ン
ダ
ー
の
言
う
通
り
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
商

材
を
買
う
な
」
と
い
う
挑
戦
的
な
テ
ー
マ
を

掲
げ
、
経
営
者
が
主
体
的
に
判
断
で
き
る
知

識
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
解
説
。
会
場
で

は
「
ベ
ン
ダ
ー
任
せ
で
な
く
、
自
分
た
ち
が

組
織
と
し
て
備
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
痛
感

し
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
と
い
う
。

　
「
私
た
ち
の
願
い
は
、
県
内
企
業
か
ら
理

不
尽
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
被
害
企
業
が
出
な

い
こ
と
」
と
語
る
宇
佐
美
氏
。
一
方
で
玉
木

氏
は
「
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
サ
イ
バ
ー
攻

撃
の
脅
威
に
屈
せ
ず
、
お
客
様
の
成
長
に
不

可
欠
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
続
け
た
い
」
と

今
後
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

TOPIC

02
INTERVIEW

with 福井キヤノン事務機

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
多
様
化
に
対
応
し

網
羅
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
へ

支
援
先
企
業
に
寄
り
添
う

伴
走
型
サ
ポ
ー
ト
を
展
開

啓
発
活
動
を
通
じ
た
意
識
改
革

  企業に寄り添う伴走型サポートで　
  サイバー攻撃被害を無くしたい　

福井キヤノン事務機株式会社
代表取締役社長  玉木　啓介 氏 （左）

デジタルイノベーション執行役員  宇佐美裕亮 氏 （右）

福井キヤノン事務機の本社 SL ∞ p（エスループ）で
開催したセミナーでは多くの受講者が熱心に耳を傾けた
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コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が

普
及
し
、
企
業
で
は
Ｖ
Ｐ
Ｎ
な
ど
で
入
口
を

設
け
た
も
の
の
、
そ
の
後
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が

行
わ
れ
ず
、
シ
ス
テ
ム
の
不
備
を
狙
わ
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、「
エ
モ
テ
ッ

ト
」
と
呼
ば
れ
る
機
密
情
報
の
搾
取
を
目
的

と
し
た
悪
意
を
持
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
メ
ー

ル
に
添
付
さ
れ
、
フ
ァ
イ
ル
や
広
告
を
偽
装

し
た
リ
ン
ク
を
通
じ
て
被
害
を
広
げ
る
ケ
ー

ス
も
多
発
し
た
。
最
近
で
は
企
業
の
シ
ス
テ

ム
に
侵
入
し
て
、
情
報
を
搾
取
し
た
り
デ
ー

タ
や
シ
ス
テ
ム
を
暗
号
化
さ
せ
て
人
質
に
取

り
、
解
放
と
引
き
換
え
に
身
代
金
を
要
求
す

る
利
益
目
的
の
「
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
」
が
登

場
し
て
い
る
。

　

情
報
リ
ス
ク
は
「
気
が
付
か
な
い
う
ち
に

被
害
が
広
が
る
」
た
め
、
シ
ス
テ
ム
が
脆
弱

な
中
小
企
業
を
入
口
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入
り
込
み
、
大
企
業
が

狙
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
、
被
害
者

で
あ
る
中
小
企
業
が
加
害
者
に
な
る
ケ
ー
ス

も
有
る
。電
子
ツ
ー
ル
が
持
つ「
即
時
性
」「
顔

が
見
え
な
い
」
と
い
う
特
性
も
、
被
害
の
拡

大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

事
業
の
継
続
・
発
展
に
は
取
引
先
や
顧

客
と
の
信
頼
関
係
、
協
力
関
係
が
不
可
欠

で
あ
り
、
情
報
の
漏
洩
は
企
業
の
存
続
に

関
わ
る
重
要
な
問
題
と
な
る
。
一
方
で
中

小
企
業
は
経
営
資
源
や
人
材
に
限
り
が
有

り
、
コ
ス
ト
面
で
も
取
り
得
る
対
応
に
は

限
界
が
有
る
た
め
、
自
社
の
事
業
内
容
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
現
状
を
精
査
し
、

優
先
順
位
を
付
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
有
る
。
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
。

●
自
社
も
狙
わ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
の

下
で
、
社
内
の
啓
蒙
・
啓
発
を
行
う

●
も
し
も
狙
わ
れ
た
場
合
に
対
応
で
き
る

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
策
定

●
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
定
期
的
な
訓
練
と
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
、
対
策
意
識
の
浸
透

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
「
コ
ス
ト
が
か

さ
む
」
と
捉
え
る
経
営
者
も
少
な
く
な
い

が
、
病
気
や
ケ
ガ
と
同
様
に
万
が
一
に
備

え
る
「
保
険
」
と
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　

経
営
に
Ｉ
Ｔ
を
活
か
す
に
は
使
う
側
の

意
識
や
ス
キ
ル
を
高
く
持
つ
必
要
が
あ
る
。

特
殊
詐
欺
で
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
自
分

の
会
社
は
大
丈
夫
」
と
い
う
思
い
込
み
が

最
も
怖
い
。
シ
ス
テ
ム
の
更
新
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定
、
運
用
、
そ
し
て
外
部
の
相
談
機

関
の
活
用
な
ど
を
通
じ
て
、
自
社
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
強
化
し
て
も
ら
い
た
い
。

福
井
県
情
報
化
支
援
協
会
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）

で
も
Ｉ
Ｔ
の
活
用
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強

化
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

情
報
セ
キ
ュリ
テ
ィ
対
策
は
、サ
イ
バ
ー

攻
撃
の
脅
威
が
増
大
す
る
現
代
に
お
い

て
不
可
欠
で
あ
る
。
被
害
を
受
け
れ
ば

事
業
停
止
や
顧
客
情
報
の
流
出
に
つ
な

が
り
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
や
信
用
問
題
に

直
結
す
る
。
従
業
員一人
ひ
と
り
が
危
機

管
理
意
識
を
持
ち
、
会
社
全
体
で
定
期

的
な
教
育
や
訓
練
を
行
い
、
注
意
点
や

対
策
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
最
新
技
術
の
導
入
に
加
え
て
、

被
害
発
生
時
の
迅
速
な
対
応
体
制
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
を
整
え
る
こ
と
も
必
要
だ
。

　

企
業
は
豊
富
な
知
識
を
持
っ
た
Ｉ
Ｔ
ベ

ン
ダ
ー
や
専
門
家
な
ど
へ
の
相
談
や
外
部

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
対
策
の
構
築

と
継
続
的
な
改
善
を
図
る
こ
と
で
、
顧

客
や
社
会
か
ら
の
信
頼
度
を
高
め
、
持

続
的
な
成
長
が
実
現
で
き
る
。
他
社
へ

の
攻
撃
を
「
対
岸
の
火
事
」
と
せ
ず
、

自
社
に
も
起
こ
り
得
る
リ
ス
ク
と
捉
え
て

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

当
所
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
相
談
制

度
を
設
け
て
い
る
。自
社
の
セ
キ
ュリ
テ
ィ

に
不
安
が
有
る
方
や
課
題
の
解
決
を
お

考
え
の
方
は
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

TOPIC

03
INTERVIEW with EXPERT

企業向けにＩＴの導入・活用、社内教育などに
取り組む傍ら、福井県情報化支援協会の
理事として、企業からの相談や啓発活動に

取り組んでいる佐藤宏隆氏に、情報セキュリティ
対策のポイントについて話をうかがった。

有限会社詩季（f
フ ロ ー

low N
ネ ク サ ス

exus）
代表取締役　佐藤 宏隆 氏

専門家に聞く

シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
が
狙
わ
れ
る

企
業
が
取
る
べ
き
対
応

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
会
社
の
保
険

あたなの会社も狙われている

日
頃
の
備
え
で
顧
客
の
信
頼
を
獲
得

Ｉ
Ｔ
無
料
専
門
家
相
談

 （
申
込
）
創
業
・
経
営
支
援
課
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